
　
８
月
臨
時
議
会
で
は
、
直
接
請
求
に
よ
る
新
清
水
庁
舎
建

設
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
延
長
で
大
型
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
客
観
的
に
も

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
の
も
と
で
、
清
水
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど

う
進
め
る
の
か
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

市
議
団
の
現
段
階
で
の
考
え
方
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

３
大
事
業
の
一
時
凍
結
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
当
然
の
処
置

　

田
辺
静
岡
市
長
は
、
６
月
議

会
に
お
い
て
五
大
構
想
の
目
玉

と
も
言
う
べ
き
歴
史
文
化
施
設

（
事
業
費
65
億
円
）、
海
洋
文
化

施
設
（
事
業
費
２
４
０
億
円
）、

清
水
庁
舎
の
移
転
建
設
（
事
業

費
95
億
円
）
の
三
大
事
業
の
一

時
凍
結
を
表
明
、
そ
の
理
由
と

し
て
①
コ
ロ
ナ
対
策
を
優
先
②

自
然
災
害
へ
の
財
政
対
策
③
民

間
投
資
の
消
極
性
を
あ
げ
ま
し

た
。
併
せ
て
す
べ
て
の
市
事
業

に
つ
い
て
聖
域
な
く
見
直
し
を

行
い
徹
底
し
た
費
用
捻
出
を
指

示
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
成
長
の
大
失

速
と
そ
れ
に
伴
う
財
源
見
通
し

の
大
幅
な
下
方
修
正
の
な
か
で

は
当
然
の
処
置
で
す
。

　

20
年
度
当
初
予
算
編
成
時
の

市
財
政
中
期
見
通
し
で
は
、
経

済
成
長
率
1.5
％
を
前
提
と
し
つ

つ
向
う
３
年
間
の
財
源
不
足
を

毎
年
度
70
億
円
程
度
と
試
算
し

て
い
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
10

月
の
消
費
税
増
税
は
経
済
成
長

を
低
下
さ
せ
、
加
え
て
年
明
け

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は

計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
1.5
％
成
長

率
自
体
が
政
府
の
示
す
希
望
的

観
測
数
値
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
実
態
と
か
け
離
れ
た

も
の
で
す
。
経
済
成
長
率
の
大

幅
落
ち
込
み
が
示
さ
れ
て
い
る

な
か
で
、
今
後
の
歳
入
不
足
額

の
大
幅
な
拡
大
は
避
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　

田
辺
市
長
は
、
本
年
９
月
市

議
会
に
お
い
て
３
事
業
に
つ
い

て
の
見
直
し
と
リ
ス
タ
ー
ト
の

方
向
を
出
す
と
表
明
し
て
い
ま

す
が
、
一
時
凍
結
表
明
時
に
市

長
が
示
し
た
３
つ
の
理
由
は
今

後
当
分
変
化
す
る
情
勢
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
３
事
業
の
趣
旨
や

経
緯
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
一

律
に
論
ず
る
こ
と
は
適
切
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
各
々
の

再
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
そ
の

可
否
を
含
め
慎
重
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

清
水
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て
、
推
進
の
方
向
を
打

ち
出
す
理
由
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い

　

新
清
水
庁
舎
建
設
の
是
非
を

問
う
住
民
投
票
条
例
案
は
市
議

会
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
庁
舎
移
転
が
改
め
て

是
認
さ
れ
た
と
み
な
す
の
は
早

計
で
す
。
９
月
市
議
会
で
は
、

庁
舎
移
転
予
算
の
白
紙
化
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
転
・
建

設
に
様
々
な
問
題
点
が
あ
る
こ

と
は
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
議

論
を
通
し
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
国
・
地
方
を
挙
げ
て
全

力
を
傾
注
す
べ
き
事
態
に
な

り
、
と
り
わ
け
不
要
不
急
事
業

の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
庁
舎
の
移
転
が
不
急
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
す
。

コ
ロ
ナ
後
の
清
水
の
ま
ち
づ
く
り
を
新
た
な
発
想

で
知
恵
を
結
集
し
て
す
す
め
ま
す

　

清
水
の
ま
ち
が
「
海
」
と

「
港
」
と
共
に
発
展
し
て
き
た

こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
が
、
清
水
の
ま
ち
づ
く

り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
こ
と

は
市
民
の
共
通
項
で
す
。
し
か

し
、
市
長
が
掲
げ
る
海
洋
文
化

都
市
は
、
一
口
に
言
う
と
大
型

ハ
コ
モ
ノ
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

よ
る
人
寄
せ
で
す
。
コ
ロ
ナ
に

よ
る
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港

見
通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た
現

状
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
想
に
よ

る
施
策
が
通
用
し
な
く
な
っ
た

こ
と
の
象
徴
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
考
え
方
は
根
本

的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

ま
ち
の
活
性
化
は
そ
の
地
域

が
持
っ
て
い
る
自
然
資
産
、
歴

史
資
産
、
文
化
遺
産
、
海
洋

資
産
、
産
業
資
産
な
ど
あ
ら

ゆ
る
資
産
の
活
用
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
清
水
に
は
そ

の
た
め
の
資
産
は
豊
富
に
存
在

し
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
市
長

自
身
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
な

い
も
の
ね
だ
り
よ
り
あ
る
も
の

磨
き
」
を
本
気
に
な
っ
て
追
求

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
専
門
家
と

市
民
の
協
力
に
よ
る
総
力
結
集

し
か
な
い
と
考
え
ま
す
。
具
体

的
に
は
、「
ま
ち
の
活
性
化
を

め
ざ
す
地
域
資
産
活
用
検
討
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
商
工
業

団
体
、
文
化
・
歴
史
関
係
団
体
、

観
光
団
体
、
自
然
保
護
団
体
、

海
洋
関
係
団
体
な
ど
関
係
者
に

協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
市

民
に
も
参
加
を
募
り
、
行
政
と

一
体
と
な
っ
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
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新清水庁舎建設問題
これまでの経過と日本共産党静岡市議団のとりくみ

東
日
本
大
震
災
で
清
水
庁
舎
の
再
整
備
が
課
題
に

　
日
本
共
産
党
市
議
団
も
再
整
備
は
必
要
と
考
え
ま
す

　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

を
受
け
、
市
は
津
波
浸
水
等
の
大
規
模

災
害
に
よ
る
現
清
水
庁
舎
の
被
害
想
定

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
①

建
物
自
体
は
倒
壊
す
る
危
険
性
は
低
い

も
の
の
か
な
り
の
被
害
を
受
け
る
こ

と
、
②
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
（
レ
ベ
ル

２
）
で
は
地
下
設
置
の
電
気
設
備
な
ど

が
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
現
庁
舎
の
再
整
備
が
必
要

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
市
議
団
（
以
下
、
「
市

議
団
」
）
も
、
現
清
水
庁
舎
の
整
備
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
水
駅
東
口
公
園
へ
の
移
転
建
設
あ
り
き
の
進
め
方
に

市
民
の
不
満
の
声

　
　
市
議
団
は
市
の
傲
慢
な
姿
勢
を
議
会
で
批
判

　

市
は
２
０
１
７
年
度
に
入
り
、
「
新

清
水
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
市

は
庁
舎
の
移
転
先
を
決
定
す
る
前
に
、

桜
ケ
丘
病
院
を
現
清
水
庁
舎
跡
地
へ
の

移
転
を
決
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
庁

舎
建
設
は
津
波
浸
水
想
定
区
域
で
あ
る

清
水
駅
東
口
公
園
へ
の
移
転
が
前
提
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

不
安
を
抱
く
多
く
の
市
民
か
ら
「
意
見

を
聞
く
気
は
な
い
の
か
」
と
不
満
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　

市
議
団
は
、
「
移
転
建
設
地
の
方
針

は
変
更
し
な
い
と
の
市
の
姿
勢
は
傲

慢
。
市
民
の
意
見
で
よ
り
良
い
方
向
へ

の
変
更
も
あ
り
得
る
し
、
そ
れ
こ
そ
が

市
民
参
加
の
民
主
的
な
市
政
運
営
で
は

な
い
の
か
」
と
、
議
会
で
厳
し
く
批
判

し
て
き
ま
し
た
。

多
数
の
市
民
の
声
を
聞
か
な
い
市
と
市
議
会

市
民
は
︑﹁
移
転
建
設
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
﹂
を

求
め
運
動
へ

　
　
共
産
党
含
む
３
会
派
の
野
党
共
闘
が
実
現

　

２
０
１
７
年
２
月
～
３
月
の
「
清
水

ま
ち
な
か
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
以

来
、
田
辺
市
長
は
移
転
建
設
に
反
対

す
る
市
民
団
体
と
は
会
う
こ
と
を
避

け
、
市
長
自
ら
話
し
合
い
の
テ
ー
ブ
ル

に
着
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
１
９
年
４
月
の
市
長
選
挙
で
は
、

清
水
庁
舎
移
転
建
設
に
対
し
凍
結
、
反

対
を
訴
え
た
対
立
候
補
２
人
の
合
計
票

が
田
辺
市
長
の
得
票
を
上
回
り
、
出
口

住民投票条例案否決後の対応について
清水のまちづくりを新たな発想で市民の知恵を結集してすすめます

　

９
月
市
議
会
に
市
は
、

昨
年
度
の
議
会
で
可
決

し
た
新
清
水
庁
舎
整
備

事
業
の
債
務
負
担
行
為

（
将
来
の
財
政
負
担
を
約

束
す
る
行
為
）
94
億
３
，

９
０
０
万
円
に
つ
い
て
事

業
再
開
の
見
通
し
が
た
た

な
い
こ
と
か
ら
、
全
額
白

紙
化
を
提
案
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
の
困
難
性
を
市
自

ら
が
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、

９
月
議
会
で
の
大
き
な
焦

点
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す
。
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調
査
で
は
移
転
反
対
が
賛
成
を

上
回
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
９
月

末
の
朝
日
テ
レ
ビ
世
論
調
査
で

も
移
転
建
設
反
対
が
３
区
す
べ

て
で
過
半
数
を
超
え
、
住
民
投

票
に
賛
成
す
る
世
論
は
６
割
を

超
え
ま
し
た
。

　

こ
の
世
論
に
対
し
、
９
月
市

議
会
で
は
、
自
民
・
公
明
・
志

政
会
の
３
会
派
が
、
清
水
庁
舎

移
転
建
設
予
算
94
億
円
と
住
所

地
の
条
例
に
賛
成
し
可
決
、
一

方
、
創
生
静
岡
が
発
議
し
た
「
清

水
庁
舎
移
転
建
設
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
条
例
（
案
）
」
に
は

反
対
に
回
り
否
決
し
ま
し
た
。

　

市
議
団
は
、
市
民
合
意
の
な

い
ま
ま
巨
額
の
市
税
を
つ
ぎ
込

む
清
水
庁
舎
移
転
建
設
に
は
反

対
の
立
場
を
貫
き
、
住
民
投
票

条
例
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
意
見

と
市
議
会
の
判
断
が
乖
離
し
て

い
る
結
果
を
受
け
、
清
水
地
域

の
市
民
団
体
８
団
体
は
、
住
民

投
票
で
清
水
駅
東
口
公
園
へ
の

移
転
建
設
に
つ
い
て
市
民
に
直

接
賛
否
を
問
う
こ
と
を
決
意
し
、

「
静
岡
住
民
投
票
の
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

　

市
議
団
は
、
こ
の
運
動
に
呼

応
し
て
２
０
１
９
年
12
月
13
日
、

静
岡
市
の
葵
区
、
駿
河
区
で
も

活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
や
労

働
組
合
な
ど
と
と
も
に
「
住
民

投
票
葵
・
駿
河
の
会
」
を
結
成

し
、
住
民
投
票
実
現
に
向
け
て

の
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
議
会
の
中
で
意
を

同
じ
く
す
る
創
生
静
岡
と
緑
の

党
と
も
連
携
し
、
住
民
投
票
求

め
る
運
動
で
は
３
会
派
の
野
党

共
闘
が
実
現
し
ま
し
た
。

２
カ
月
間
の
署
名
活
動
で
市
民
の
強
い
思
い
を
実
感

　
　
市
議
団
も
市
民
と
協
力
し
て
署
名
を
集
め
る

　

２
０
２
０
年
１
月
23
日
か
ら

２
カ
月
間
、
直
接
請
求
に
必
要

な
有
権
者
数
の
50
分
の
１
に
あ

た
る
１
１
，
７
８
７
人
分
の
４

倍
を
超
え
る
５
２
，
３
０
０
人

分
が
集
ま
り
ま
し
た
。
署
名
は

受
任
者
し
か
集
め
ら
れ
ず
、
本

人
直
筆
、
ハ
ン
コ
も
必
要
、
こ

ん
な
面
倒
な
署
名
が
わ
ず
か
２

カ
月
間
で
、
こ
れ
だ
け
多
く
集

ま
っ
た
こ
と
は
、
市
民
が
強
く

住
民
投
票
を
求
め
て
い
た
証
で

す
。

　

街
頭
で
の
署
名
訴
え
に
、
清

水
区
で
は
毎
回
１
０
０
筆
を
超

え
、
葵
区
青
葉
公
園
前
で
も
列

が
で
き
ま
し
た
。
「
ど
こ
で
署
名

で
き
る
か
わ
か
ら
な
く
て
や
っ

と
見
つ
け
た
」
と
駆
け
よ
っ
て

く
る
人
な
ど
、
集
め
る
方
が

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
光
景
が

あ
ち
こ
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
戸

別
訪
問
で
も
、
「
い
つ
か
来
る
と

思
っ
て
待
っ
て
い
た
」
な
ど
、

多
く
の
市
民
が
積
極
的
に
応
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

清
水
区
で
は
４
月
に
衆
議
院

補
欠
選
挙
が
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
実

質
１
カ
月
の
署
名
活
動
の
中
で

５
２
，
３
０
０
人
の
署
名
数
は

大
変
重
み
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

市
民
の
声
を
無
視
し
た
田
辺
市
長

自
民
・
公
明
・
志
政
会
３
会
派
が
条
例
案
を
否
決

　

市
議
団
は
住

民
投
票
条
例
制

定
実
現
に
賛
成

討
論
を
行
い
、

議
員
の
賛
同
を

求
め
ま
し
た
。

　市長は、住民投票条例案になぜ「反対」の

意見を表明したのですか？

内田　市長は、「反対」意見の理由として、①庁
舎移転計画については基本的な意思決定の段
階から広く市民の意見を反映し市民の意見の
集約が十分に図られ、その意見の集約を踏ま

え市議会において意思決定がされている②条
例案には投票率や得票率の成立要件が定めら
れていない、の2点をあげました。

　本当に市長が言うように、市民の意見が十

分集約されてきたのですか？

内田　これについては、この間の経緯から問題点
は明らかです。確かに建設検討委員会は2年
間にわたり11回、清水まちなかタウンミー
ティングは8回、2,000人の市民アンケート等
は行われました。しかし、建設検討委員会で
は、「もっと地震問題等を議論したかった」と
いう意見がでるなど津波浸水想定区域への庁
舎移転についての検討は不十分でした。また、
新清水庁舎建設基本計画（案）に対するパブ
リックコメントでは828件の意見が出され、
その中で一番多かったのは津波浸水想定区域
への庁舎移転を疑問視するもので134件にも
上りました。

　ところで、市は庁舎の移転については、市

民の賛否をとったことがあるのですか？

内田　そこが一番の問題です。市長は、いろんな
場面で市民の意向は集約してきたと言ってき
ました。ところが、8月4日の総務委員会での
委員（議員）の質問に対し、市当局は、庁舎
移転についての市民賛否は一度も確認してい
ないと明言しました。一方、昨年3月行われ
た市長選挙では田辺市長の得票より、庁舎移
転計画に反対した候補（２人）の得票が上回
りました。さらに、市長選後に、静岡朝日テ
レビが行った「庁舎移転についての賛否調査」
では、賛成22.7％、反対56.5％でした。加え
て住民投票については、実施すべき63.5％、
しなくてもいい21.1％との結果が出ています。

　市長の説明や市議会の決定は、市民世論と

逆行しているように見えますね？

内田　市民の声を聞かずに市長が強引に移転計
画を進めてきたことから、今回、直接請求に
よる住民投票条例案の提出になりました。コ
ロナ禍で様々な制約があるなか、短期間で
52,300筆の署名が集まりました。このことか
ら、マスコミはじめ各方面から大変注目され

た臨時議会になりました。

　住民投票条例案は否決と残念な結果に終わ

りましたが、臨時議会へは共産党議員団とし

てどう臨みましたか？また、今後の決意をお

聞かせください。

内田　条例案に対して田辺市長が「反対」意見を
付議したことから、3日の本会議では杉本議員
が質疑を行い、付託された総務委員会では私
が賛成の立場から質疑と討論を行いました。7
日本会議の議案表決前の討論でも、私が賛成
討論を行い、議員の賛同を求めました。また、
創生静岡、緑の党も私たち議員団とともに賛
成の立場で臨みました。これに対し、庁舎移
転に賛成する議員は、住民投票条例案への反
対理由を本会議で誰一人討論することなく議
案に反対しました。議会の自殺行為であり、
大変残念です。

　　　日本共産党市議団は、今後も市民の意向を
しっかり受け止め、市民運動としっかり連携
して議会内外で活動を展開していく決意です。

8月臨時議会について
内田隆典議員団長に聞く

　8月臨時会（8月3日～ 7日）では、市民の直
接請求に基づき清水庁舎移転計画に関する住民
投票の条例制定が議案となりました。田辺市長
は、52,300筆の署名に託された市民の声に応え
ることなく「反対」の意見を付して議会に提案
しました。最終的に議案は、自民・公明・志政
会の反対で否決され、住民投票条例は成立しま
せんでした。
　そこで、この間、一貫して市長の強引な姿勢
を批判してきた日本共産党市議団の内田隆典団
長に、臨時議会の状況をお聞きしました。

（議場：表決の様子）
　　　　条例案に賛成、起立する８議員
　　　　　日本共産党　３
　　　　　創生静岡　　４
　　　　　緑の党　　　１


